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先月の振り返り: 5月のドル円相場は、108円前半～111円半ばで推移。北朝鮮情勢の行方が定まらな

い中、米中貿易協議が不調との報道や、ドル円110円台達成感もあり月初は上値が重く、月半ばまで

は一進一退の動きが続いていた。その後、北朝鮮が核実験場を廃棄するとの報道から地政学リスクが

後退したことや、ムニューシン米財務長官が中国との貿易戦争を当面中止すると発言したこともあ

り、再度ドル買いが進行した。しかし米朝首脳会談が中止になるとの報道から、一転ドル売りの流れ

に変わった。月末にかけていくつか材料はあったものの、その中心は北朝鮮情勢。米朝首脳会談中止

から予定通り開催すると報道され、市場も読みづらくなっているのか、一進一退の動きのまま5月を

終えた。
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EXTRA VISION

  英中銀政策金利

　新築住宅販売件数

  米ＧＤＰ確定値

今後の展開: ついに米朝首脳会談が開催された。合意内容については細かく精査する

時間が必要で、展開は読みづらいものの、朝鮮半島の非核化が約束されたことで、北

朝鮮リスクが一時的に後退したことはマーケットにも好影響を与えてくるはずだが、

楽観視は禁物だ。さて米朝会談が終わったことで、マーケットの関心事は経済指標な

どに変わってくるだろう。米中貿易問題や欧州リスクは依然として燻り続けており、

米朝融和ムードのドル高に水を差される可能性も否定できない。次の流れに備えてポ

ジションをしっかりと作っていきたいところだ。

  英ＧＤＰ確定値
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